
　国道沿いになったことで、よりアクセスがよくなったこと

も患者には評判がいい。とはいえ、土地が見つかるまでは、

時間がかかったという。

「すでに建物が建っている土地が多く、なかなか広い敷地

を確保するのが難しかったのです。この場所も以前は倉庫

が建っていました。銀行の担当者さんが熱心に探してくだ

さって、地主さんや倉庫の所有者さんとの交渉でも力を貸

してくれたことで、移転が可能になりました」

　移転新築を主導したのは、正卓副院長。正四院長は、全

面的に任せてくれたそうだ。

「私が父の歯科医院で働くようになってから、徐々に親子継

承は進んでいましたが、移転を機に、ほぼ院内のことは私が

担当するようになりました。今の父は、古くから通院し、『院長

でなければ』と希望する患者さんの治療にあたっています」

　新しくなった小笠原歯科・矯正歯科のユニークな設計

は、建物内にも見られる。特徴的なのは、受付と待合

室の位置関係だ。

　玄関を入り、右手の正面に受付がある。待合室があ

るのは、左側の奥まった場所。待合室にいる患者は、

玄関を出入りする人や受付で会計をする人の目線を

気にせずに過ごすことができる。

「小笠原歯科・矯正歯科」は、ＪＲ大館駅から車で５分ほどの住

宅地にある。国道に面しているのは、シンプルな門柱の看板と、

一見、横長の塀にも見える外観。駐車場や玄関は、国道から

右折、または左折して細い道に入らないと、見えてこない。

　一軒家タイプの歯科医院は、建物をわかりやすく、目立

つようにするのが当たり前という常識を覆し、国道に背面

を見せているところが、ユニークだ。

　小笠原正卓副院長は、その理由をこう話す。

「国道側を正面にしなかったのは、建築デザイナーさんのア

イデアです。塀のような背面を国道側にすることで、通る人

たちは『なんの建物だろう』と逆に興味を持ちます。そのア

ピール力を狙ったそうです。患者さんからは、『何かの寮か

と思った』『カフェだと思った』などと言われています（笑）」

　小笠原歯科・矯正歯科の開業は、1975年のこと。正

卓副院長の父である小笠原正四院長が、現在地から70ｍ

ほど奥まった場所に歯科医院を設けた。2007年から正

卓副院長が父と一緒に働くようになったことを機に、

2008年にリニューアル。2019年に現在地を新たに取得

し、建物も新築した。

「移転したのは、患者さんが増えたことで手狭になったこと

が一番の理由です。移転後は、ユニットを３台から７台に増

やしました」

　その後、近所に新しく矯正専門の歯科医院ができたこ

とで、より環境は改善した。現在は、その歯科医院とも連

携し、矯正治療を進めることも増えている。

　正四院長が土台を築いた小笠原歯科医院に、正卓副

院長が加わったことによる変化は、診療の幅が広がった

ことだ。正卓副院長は、大学院で補綴を専門に学んでき

た。口腔外科での経験も積んできている。

　さらに2008年からは、東京の石井歯科医院の石井

宏院長のもとで、歯内療法も学び続けている。

「補綴治療に取り組んでいると、どうしてもエンドに苦し

められるんです。もっと勉強をしなければ、といろいろな

勉強会に参加していたとき、石井先生を知りました。ペン

シルバニア大学で学ばれてきた技術、知識は驚くばかり

で、石井先生が研修会を作られてすぐに参加することに

したのです。アメリカで学べるコースに参加させてもらえ

たことも、今、非常に役立っています」

　大学の歯学部時代から勉強熱心な正卓副院長だが、

石井先生が指導する「PESCJ」に参加することで、エビ

デンスの大切さを改めて実感したという。

「私が専攻した補綴でも、まだ歯科医師の職人技に頼る

部分がありました。でも、新しい技術や機械が次々と登

場する時代には、それでは対応できません。業界の評価

が高いから、と受け入れるのではなく、自分でエビデンス

を集め、考え、勉強をした上で患者さんに提供するべき

である、ということを学びました」

　そう話す正卓副院長は現在、マイクロスコープ、Nd：

YAGレーザー、セレック、CBCTなどの機器を駆使して、

日々の診療にあたっている。

「マイクロスコープは、歯内療法のため、というより、歯学

部にいた頃から拡大視野の治療に興味があったことか

「患者さんには、少し歩数が増える手間をかけていますが、

待合室を半個室風にしたことで、落ち着いて治療をお待ち

いただけます。歯科医院にいらっしゃる患者さんは、どんな

に慣れていても緊張するものです。建物に入り、短時間で

も、スタッフの目に触れにくい場所で、一息入れていただ

ける待合室になったと思います」

　受付を待合室と分離したことにもメリットがあった。患者

は、支払いをしたり、相談したりする様子を他の患者に見

られずに済む。受付担当のスタッフも、待合室に座る患者

の目線を気にせず、仕事に集中できる。

「意外に見落としがちなのですが、受付のスタッフも診療

時間中、患者さんの目線を感じながら仕事をするのは、プ

レッシャーになるんですよね。近くにいながら、患者さんも

受付スタッフも気兼ねせずに済む距離を保てるようになっ

たのは、よかったと思っています」

　診療室のスペースに入ると、目につくのが、内装のアク

セントになっている白木風の建材だ。林業で栄えてきた大

館市らしさが漂い、全体的にはモダンながら、和風の雰囲

気も感じる。

　ユニットが置かれているのは、すべて個室。受付に近い

4台のユニットは治療用、奥に向かっての3台はメインテナ

ンス用だ。個室と個室を仕切る壁は、上部が空いており、

隣の部屋の様子がわかる構造になっている。

「私が建物の設計でこだわったのは、診療室を個室にする

ことでした。患者さんのプライバシーを守るために、必要

だと思ったからです。もう一つは、スムーズな動線の確保

です。横長の敷地を活かして、通路の右側は診療室、左

側はレントゲン室や消毒滅菌室というようにわけました」

　移転後は、ユニット５台から始めたが、すぐに１台を増

設。さらにその翌年にはもう１台と、短い間に７台を設置

することになった。

　現在、１日70～80人の患者が来院し、約半数がメイン

テナンスだ。すべてのユニットがフル稼働しているため、理

想を言えば、増築するなどして、もう少しユニットが欲しい

ところ。しかし、正卓副院長は、マンパワーを増やす難しさ

から、今のユニット数が最適と考えている。

　移転新築を機に変わったのは、場所や建物だけではな

い。じつは、2020年に歯科医院名も変わった。以前は「小

笠原歯科医院」だったが、「矯正歯科」が加わった。

　小笠原歯科・矯正歯科がある地域は、長年、矯正の専

門医が不在だった。秋田県の場合、秋田大学には歯学部

がなく、歯科大学もない。本格的な矯正が必要になった患

者のなかには車で40～50分かけて、青森県の弘前市ま

で行く人もいたという。

「そんな環境を改善したいと思い、隣町の出身で東京歯科

大学に勤めている矯正専門の先生にずっとラブコールを

送っていました。移転新築した翌年に、ようやく月１回、診

療をお願いできることになったのです。大学病院の専門医

による矯正治療が受けられる歯科医院が、この地域で初

めてでしたし、患者さんに広く知ってもらいたいと、医院名

を変えることにしました」

ら導入しました。Nd：YAGレーザーは、歯周病に使うこと

が多いです」

　インプラントに関しては、小笠原歯科・矯正歯科では

行っていない。必要がある場合は、近隣の専門医に依頼

している。

「自分の歯を残したいと希望する患者さんは多いですし、

残せる根拠があるのであれば、私は、そこにこだわりたい。

そのためにも、エンドの知識と技術をさらに高めたいと

思っています」

　大館北秋田歯科医師会の理事である正卓副院長は、

地域保健、学校歯科衛生担当として、子どもの口腔衛

生の向上にも力を入れている。

　保育園１か所、小学校４か所、高校１か所を学校歯科

医として回り、年１回の検診と歯磨き指導を行ったり、そ

れぞれのデータを検証してのアドバイスを行っている。

　また、未就学児の検診・フッ素塗布や幼稚園・小中

学校のフッ素加工物洗口など、幼い頃から中学卒業ま

で途切れることなく、虫歯予防のプログラムを進めるこ

とも、大館市に積極的に提案してきた。

「その成果が表れ、最近は虫歯のデータがかなり改善し

てきました。なかには、全生徒の虫歯がゼロの学校もあり

ます。全国を都道府県単位で見ると、新潟県が突出して

子どもの虫歯が少ないんですが、大館市もそのデータに

近づきつつあります」

　そう喜ぶ一方で、大館市は大きな課題も抱えている。

 

医療法人 Smile Products 小笠原歯科・矯正歯科
副院長  小笠原 正卓 先生

秋田県大館市にある「小笠原歯科・矯正歯科」は、
2019年に移転新築し、規模を拡大。患者の歯を守りながら、
地域の歯科医療と人材育成にも力を入れている。

地域の口腔衛生環境の
向上を目指し、人材育成にも
力を入れる

患者増に対応するため
ユニットを7台に増設

患者とスタッフの居心地と
働きやすさを重視した院内

歯科に関わる人材の育成だ。

　秋田県は人口減少率と高齢化の割合が全国でも１

位。歯科医師の高齢化により、閉院する歯科医院も増

えている。いかに地域の口腔衛生環境を守るかが、正

卓副院長の世代には課せられている。

「解決のために取り組んでいるプログラムの一つは、子

どもたちに歯科に関わる仕事を知ってもらう事業です。

教育委員会と協力し、歯科医院でお仕事体験をしても

らったりしています。もう一つは、学費の支援です。歯科

衛生士や歯科技工士の専門学校、短大などに進学を

希望する学生に奨学金を出すようにしています。歯科医

院の場合、奨学金を出すのは難しい面もあるのですが、

税理士さんと相談しながら、なんとかクリアしました。そ

れが実を結び、今年、ようやく１人が歯科衛生士を目指

して短大に通っています」

　人材育成を重視する姿勢は、働くスタッフにも向けら

れている。現在、小笠原歯科・矯正歯科で働いているス

タッフは、常勤の勤務医が１名、歯科衛生士が５名、歯

科助手が８名、歯科技工士が３名、受付兼歯科助手が

３名だ。受付兼歯科助手は、トリートメントコーディネー

ターの資格も持っている。

「外部から講師を招いて院内セミナーを開いたり、歯科

の知識と技術を高めるだけでなく、産休・育休制度を整

備して、働きやすい環境を整えています。うちのスタッフ

は、意欲的で優秀な人材ばかりなので、本当に毎日、助

けられています」

　じつは最近、うれしいことがあった。患者として通って

いた学生が、スタッフに憧れ、歯科衛生士の専門学校

に進学したのだ。それも卒業後は、小笠原歯科・矯正

歯科で働きたいと言っているそうだ。

「私はもちろんですが、なによりもスタッフたちが、とて

も喜んでいました」

　正卓副院長は、スタッフにまとまりがあるのは、トリー

トメントコーディネーターの資格を持ち、院内のマネー

ジメントを担当している奥様の由紀子さんの存在も大

きいと話す。

「妻は、私や院長ではカバーしきれない院内のマネージ

メントを一手に引き受けてくれています。上司だったり、

ママ友仲間だったり、いろいろな立場からきめ細かく接

しているので、スタッフからの信頼は厚いです。クリニッ

クの経営に大きく貢献してくれている妻には、心から感

謝しています」

　小笠原歯科・矯正歯科は、長年、地域密着型の歯科

医院として、患者に信頼されてきた。正卓副院長は、こ

れから先も、その絆を強め、口腔衛生に寄与するだけ

でなく、人材育成の面からも地域医療に貢献できる歯

科医院でありたい、と語ってくれた。

シンボルツリーも美しい正面玄関
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